2005年11月29日

〈ニュースリリース〉

デュポン㈱、芳香族ナイロン樹脂で

ハロゲンフリー難燃グレードを日本で開発、販売を開始

デュポン株式会社（デュポン・ジャパン、本社：東京都千代田区、社長：小林昭生）は、芳香族ナイロン樹脂 デュポンTMザイテル® HTNのハロゲンフリー難燃グレード“NHシリーズ”を開発、12月より日本及び全世界を対象に販売を開始します。この“NHシリーズ”は‘06年の有害物使用規制に向けて電気・電子部品業界が進めている鉛フリー・ハロゲンフリー化に対応するため、デュポンの独自技術に基づき日本で開発されました。生産は当面日本国内（デュポン㈱宇都宮事業所）で行い、日本及びアジアのお客様を中心に、グローバルにサンプル提供、販売を行います。また、新規グレードの開発も進めていきます。

この“NHシリーズ”は、従来の臭素化ポリスチレンの替わりに高耐熱型の新規有機りん系難燃剤を使用することによって、ハロゲンフリーの難燃化を達成、また、デュポン独自の特殊な配合技術（特許出願済み）を組み合わせることによって、難燃性の向上およびリフロー性能の向上が図られている材料です。また、ＳＭＴ（表面実装技術）対応コネクタ、スイッチ用途への標準材料となるガラス繊維30%強化グレードで、デポ・ガス、バリ、ウェルド強度、リフロー性能、靭性、電気特性、比重などの面でバランスのとれた性能も備えています。電気・電子部品業界では、‘06年の有害物使用規制に向けた鉛フリー化、及びハロゲンフリー化の進展が加速しており、SMT対応のコネクタ、スイッチ用途などへの需要拡大が見込まれています。

芳香族ナイロンは世界市場で2桁の成長率で伸びている最も成長率の高いエンジニアリングプラスチックです。その中でもザイテル®HTN樹脂は性能及び生産性を最高レベルで併せ持っているPPA（ポリフタルアミド）樹脂として知られるナイロンの一種です。通常の環境条件下だけではなく、高温多湿で化学薬品にさらされるような過酷な条件下でも強度・硬さ・耐久性・寸法の安定性に優れており、金属及び熱硬化樹脂の代替材料として新しい領域に広がってゆく可能性を持っています

　米国デュポン社は、芳香族ナイロン樹脂デュポンザイテル®HTN（DuPont™Zytel® HTN）の需要増大に対応するため、年間14,000トンの生産能力を持つ新しい生産設備をバージニア州リッチモンドにあるデュポン社の既存工場内に建設し、2005年3月稼動を開始しました。

この生産設備の増強によりザイテル®HTNの生産能力は2倍以上に拡大し、これにより自動車、電気・電子機器、民生用・産業用機器の各分野で進めているザイテル®HTNの世界市場での拡大が可能になります。

1802年に創立されたデュポン社は、米国デラウエア州ウィルミントンに本社を置くサイエンス・カンパニーです。世界70カ国余りに拠点があり、エレクトロニクス、輸送、住宅・建築、通信、農業、栄養食品、安全・保護、アパレル分野で、科学の力を生かした持続可能なソリューションを創出し、世界中の人々の生活をより安全で豊かにする製品やサービスを提供しています。

＃　　＃　　＃

注）デュポン™ザイテル®HTN （DuPont™Zytel®）は米国デュポン社の登録商標です。

以上

この件に関するお問い合わせは、下記までお願いします。

デュポン株式会社　広報部　岩松
電話（03）5521-8484
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